
                 
２０１２年 ６月 浜松聖書集会のご案内 

                            （時間：午前１０時～正午） 
〇 ６月 ３日（日） 集会                        （福祉交流センター ２２号室 ） 

  司会：岡村 順      感話：生江扶佐子     
   聖書講話：ルカによる福音書 １７章20～37節 
    「神の国の到来 ―ルカの認識― 」              水戸 潔 
 
〇 ６月１０日（日） 集会                      （アクト研修交流センター５１号室 ） 

   司会：小池タツエ      
     聖書講話：詩篇２３編 
     「主は私の牧者 詩篇２３編に思う」            関根 義夫 
       続いて 関根さんを囲んで昼食会を開きます。１２時半まで。 
       （昼食希望者は柴田理恵さん、武井めぐみさんまで申込みをお願いします。 弁当代800円） 
                
   〇  ６月２４日（日） 集会                    （アクト研修交流センター４０５号室 ） 
   司会：小林 静子        感話：広村 暁                 
    聖書講話： ローマの信徒への手紙 ３章２１～ ３１節 
     「神の恵みにより無償で義とされる」             武井 陽一 
      

                 ・・・・・通    信・・・・・ 
１）関根 義夫さん 講演会のお知らせ 
  関根さんは1940年生まれ、東京大学在学中1960年安保に遭遇、その混乱の中で自分を失いかけた時に矢内原 
 忠雄の書物に出会い、無教会キリスト教の信仰に導かれました。 長年、精神科医として歩まれ、国立武蔵療養所 
などで主として統合失調症の患者さんの治療に携わり、1989年より2001年まで、東京大学医学部精神科助教授、 
東大分院神経科長。定年後、国際医療福祉大学の勤務を経て、2005年4月から賛育会病院の副院長、翌2006年 
7月から院長として今年1月まで勤められました。一方、1991年より「浦和キリスト集会」を主宰し、毎聖日の 
礼拝を継続して現在に至っておられます。 
 9日は関根さんに精神科医として、長年の臨床体験を通して示されたことを語っていただきます。 
続いて、10日は上記のように、関根さんに聖書講話をしていただきます。覚えていろいろな方にお誘い下さい。 
 ・6月9日（土）13時半～16時 デンマーク牧場「牧場の家」 
   「命のパンをいただいて 一精神科医として生きる」 JCMA静岡部会、デンマーク牧場福祉会 共催 
 

 ２）「みぎわ５２号」原稿募集のご案内 
  原稿字数：400字詰め原稿用紙5～6枚程度を目途として長短は自由です。「縦書き」でお願いします。枚数が多く 
      なる場合には事前に連絡下さい。（聖書引用の場合、章は「漢数字」、節は「算用数字」、年月日は「漢数字」 
      でお願いします。） 
  内 容 ：イエス・キリストを信じる心、信仰を求める心から書かれたものなら内容は自由です。 
  締め切り：２０１２年７月３１日 
  
 
 
 ３）６．１８浜松大空襲と平和憲法を心に刻む集会   ６月１９日（火）19時   遠州教会 
    ６月１８日は、６７年前浜松が大空襲をうけ、死者約１８００人、負傷者約３０００人にのぼった悲劇の日です。 
   この出来事を風化させず平和憲法を心に刻む集会が今年も遠州教会で開かれます。内容等は追ってお知らせします。 
 
４）第２２回 夏期浜松聖書講習会   ７月２８日（土）午後～２９日（日）１５時半 
 場所：デンマーク牧場「こひつじ診療所」、案内をすでにさせていただきました。参加申込者は５月３１日までに 
 武井までお知らせ下さい。 
   報告者、司会者、その他係りの分担を、６月１５日までに連絡します。 
 

詩篇２３編 １～２節 （口語訳） 
               主はわたしの牧者であって、わたしには乏しいことがない。 
               主はわたしを緑の牧場に伏させ、いこいのみぎわに伴われる。 



 


